
         
  

令和５年度 高津支援学校 学校評価報告（目標設定） 

 
視

点 

４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 

教
育
課
程
学
習
指
導 

自立と社会参
加をめざし、ラ
イフステージを
見据えたキャリ
ア教育の充実を
図るため、系統
的、発展的な教
育課程を編成す
る。 

①個別教育計画と「た
かつ教育内容系統
表」をリンクさせた
カリキュラム・マネ
ジメントを推進す
る。 

 
②キャリア教育の視点
を持ち、授業改善と
指導力向上を図る。 

①個別教育計画を活用し、自
立と社会参加の視点で育て
たい力を明確にし、社会生
活の広がりをめざした教育
活動に取り組む。 
 
 

②「校内人材バンク」「サポ
ートシステム」「たかつ
教育内容系統表」等をよ
り活用しやすいシステム
を構築する。 

     

①将来を見据え、育て
たい力を明確にした
教育活動に取り組む
ことができたか。 

 
 
 
②さまざまな仕組みを
活用し、授業改善と
指導力向上を図るこ
とができたか。 

２ 

児
童
生
徒
・
指
導
支
援 

児童・生徒一
人ひとりの個性
を尊重し、教育
的ニーズに応じ
た指導・支援を
全職員で組織的
に実践する。 

①児童・生徒のニーズに
応じた教材研究や教材
の共有を図る。 

 
 
②エビデンスに基づくア
セスメントスキルの向
上を図り、児童・生徒
一人ひとりのニーズに
応じた指導・支援を行
う。 

 

①教材室や校内サーバの環境
整備を行い、職員間で教材
を共有する仕組みを構築す
る。     

 
②予防的ケース会や学習会等
を活用し、児童・生徒のニ
ーズと課題把握を行い、組
織的に支援方法を充実させ
る。 

①教材の共有やデータ
を活用する仕組みを
構築することができ
たか。 

 
②児童・生徒一人ひと
りのニーズに応じ
て、組織的に支援す
る体制づくりができ
たか。 

３ 

進
路
指
導
・
支
援 

自立と社会参
加する上で必要
な力を育成する
ため、本人のニ
ーズや適性に応
じた「キャリア
教育の推進」の
た め の 進 路 指
導・支援を実践
する。 

①卒業後の生活を見据
えた指導内容を構築
する。 

   
   
 
②児童・生徒の発達段
階に応じて、保護者
が理解しやすい情報
発信をする。 

①系統表のバージョンアップ
を通してアセスメントや評
価の方法を検討し、児童・
生徒の発達段階に応じた指
導・支援を行う。 
 

②懇談会や進路学習会等にお 
いて、保護者のキャリア教 
育に対する理解を深める。        

①児童・生徒の実態に
即したキャリア教育
の実践ができたか。 

 
 
 
②キャリア教育に関す
る適切な情報提供が
できたか。 

４ 
地
域
等
と
の
協
働 

共生社会の実
現をめざし、地
域の学校への支
援に組織的に取
り 組 む と と も
に、コミュニテ
ィスクールを活
用した地域と連
携した学校づく
りを行う。 
 

①地域を学習の場とし
て活用し、地域と連
携した取組を充実さ
せる。 

 
②共生社会の実現に向
けて、地域における障
害理解を深める。 

①繋がりのある団体等との活
動をより一層充実させ、地
域との連携を強化する。 

 
 

②積極的に地域資源を活用 
し、児童・生徒の活動を地 
域に発信する取組を行う。     

①施設開放団体、社会
福祉協議会、地域商
店街等との協働がで
きたか。 

 
②地域資源を活用した
取組を地域に発信す
ることができたか。 

５ 

学
校
管
理
学
校
運
営 

児童・生徒が安
心して過ごせる教
育環境の整備と危
機管理体制を構築
する。 
子どもたちと

向き合う時間を
確 保 す る た め
に、効果的な教
育活動を行い、
教員の働き方改
革を推進する。 

①児童・生徒の 安全
と健康を守るための
環境を整え、防災教
育・防災対策の充実
を図る。 

 
②効果的な教育活動を
推進するために、業
務内容の精選と効率
化を図る。 
 
 

①社会情勢やガイドライン等 
を踏まえ、校内のマニュア 
ルの整備・更新を行い、危 
機管理に努める。           

 
 
②業務・会議の見直しと

Teamsの積極的な運用を進
め、職員が意欲的に働ける
環境整備を進める。             

①危機管理体制を整
え、防災教育や防災
対策に取り組むこと
ができたか。 

 
 
②業務の精選と効率化
を図ることができた
か。 

 


